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研究成果の概要（和文）：「理科学習の延長線上にあるキャリア理解」のために，社会人講師を

活用した効果的な学習のあり方を研究した。学習者の職業観・勤労観の理解促進が明らかにな

ったが，既習事項と職業の知識や知恵を結びつけることは容易ではなかった。そこで，概念地

図を媒介とする交流活動を組織することで，お互いの理解が促進し一定の効果を得た。 
 
研究成果の概要（英文）：The science teacher and the guest teacher taught in the science 
classes. And, Effects ware analyzed from the science education and career education. 
Students had improved view of occupations and the work seeing. However, a lot of students 
cannot connects studied contents and guest teacher's lecture. Then, the student and the 
guest teacher were exchanged by using the concept map. As a result, each other was able to 
be understood. And, Students was possible to connect studied contents and guest teacher's 
lecture. 
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１．研究開始当初の背景 
 厚生労働省による平成 17 年度労働白書に
よると，フリーターやニートは 64 万人とさ
れる。その他にも，入社できてもその後 3 年
間以内に離職をする若者も目立ち，学校から
社会への移行に関する課題は大きい。このよ
うな問題を受けて文科省は，平成 16 年度に

「新キャリア教育プラン推進事業」，平成 17
年度に「キャリア教育実践プロジェクト」な
どキャリア教育の取り組みを推進している。
中央教育審議会によるとキャリア教育は｢望
ましい職業観・勤労観および職業に関する知
識や技能を身につけさせると共に，自己の個
性を理解し，主体的に進路を選択する能力・
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態度を育てる教育｣とされている。すでに先
進的な取り組みをしている学校の実践報告
も公開されはじめている。しかし，その活動
は，｢総合的な学習の時間｣や｢道徳｣あるいは
｢特別活動｣での活動が中心である。平成 16
年文科省の「キャリア教育の推進に関する総
合的調査研究協力者会議報告書」で述べられ
ているように，キャリア教育は「学校教育全
体を通じて行う」べきものである。学校教育
で一番の比重を占める「教科の時間」へのキ
ャリア教育の導入が望まれる。 
 一方，平成 7 年度の IEA 第 3 回国際数学・
理科教育調査によると，我が国の理科の学力
は上位にあるものの，「理科は生活の中で大
切」と思う生徒は国際平均 79%に対し 48%，
「将来，科学を使う仕事がしたい」と思う生
徒は国際平均 47%に対し 20%と低い値を示
している。多くの児童・生徒は，理科学習を
通して，現実の社会や生活への理解を深めた
り，将来の生き方への関心を高めたりはでき
ていないのが現状である。これらの問題は，
社会的な問題も多々含まれるが，学校におけ
る理科教育としても対策を講じる必要があ
る。  
 
２．研究の目的 
 上記の目的意識から，“義務教育学校にお
ける理科教育でのキャリア教育プログラム
の開発と実践・評価”を研究の目的とする。 
 以下の図１における，赤枠が本研究のター
ゲットである。 
 図１ 研究概念図 

 
３．研究の方法 
(1)社会人講師による授業を単元の中に組み
入れ，その効果をインタビュー，学習者の概
念地図，質問紙などから明らかにする。 
(2)上記の実践の課題を抽出し，実践を改善
する。具体的には，既習事項と講話内容の関
連が希薄であることが課題となった。そこで，
以下の３点の改善を行った。①学習者の概念
地図を社会人講師に提示する，②学習者の概
念地図に専門的な知識（知恵）を社会人講師

が付加する，③社会人講師の講話は，付加し
た概念地図を表示しながら行う。 
 
４．研究成果 
 複数の実践から，主なものを以下に示す。 
(1)社会人講師の講話と学習者の既習事項の
関連 
 最先端技術である CCDを設計する社会人講
師との授業(中学校３年「科学技術と人間」)
を事例に，生徒の理解が授業内容にどのよう
に結びついているかを評価した。 
 学年があがるにつれて，レディネスが高ま
ることから，社会人の講話内容も理解が高ま
った。同時に，職業観や勤労観の高まりが見
られた。しかし，既習事項との関連を意識し
ながら講話を理解する生徒は多くはなかっ
た。 
 社会人講師の授業をより効果的にするた
めには，学習内容と積極的にリンクする講話
内容，社会人講師の講話を生かした単元構成
などが必要なことが明らかになった。 
 
(2) 理科授業における社会人講師との連携
に関する実践的研究－生徒と講師による概
念地図の共同制作を通して－ 
 身近な職業に携わっている社会人講師（作
業療法士）による「感覚と運動の仕組み」に
関する授業を行った。初年度の授業は予備調
査とし，そこでの課題を二年時の授業改善に
生かした。 
 予備実践では，学習内容に対して職業の知
識を構造化できることは明らかになったが，
それぞれの結びつきの量は少なかった。そこ
で，本実践では，社会人講師に事前に生徒の
描いた学習内容の概念地図を閲覧すること
で，生徒の理解内容を把握してもらった。更
に社会人講師は，概念地図に講話内容を付加
することで講話内容を整理してもらった。そ
の結果，生徒は，より多くの職業の知識を学
習内容に位置づけることができた。また，理
科の知識の職業への有効性を知ることもで
きた。 

 
(3) 社会人講師による教授活動を成立させ
る CSCL の活用－中学校理科「音」の学習に



 

 

おける交流から－ 
 社会人講師による教授活動の効果を高め
るため，中学校理科「音」の学習において概
念地図を用いた社会人講師（ピアノの調律
師）と生徒の交流を行った。概念地図を用い
た理由は，制作者の理解構造を視覚的に表示
できると考えるからである。 
 具体的な交流は，(1)学習者の概念地図を
社会人講師に提示する，(2)学習者の概念地
図に専門的な知識（知恵）を社会人講師が付
加する，(3)社会人講師の講話は，付加した
概念地図を表示しながら行う，である。 
 また，本実践では，CSCL システムである
Kneading Board（略称KB）を利用することで，
物理的，時間的に離れている学習者と社会人
をつないだ．KB は，概念地図作成機能をもち，
インターネットを介して離れた場所から接
続して，概念地図を閲覧，加除訂正すること
ができる．概念地図は，制作者の理解構造を
視覚的に表示できる。 
 この結果，学習者は，単元の学習の復習や
理科の有用感を高めることが明らかになっ
た。また，概念地図を提示する効果が明らか
になった．更に，社会人講師は，学習内容や
学習者の理解状況が容易に把握でき，かつ専
門的知識を学習者の知識に関連させること
ができるため，安心して講話に臨めることが
できた。CSCL を利用した交流は，異文脈間の
境界横断を支援する手段の一つになると考
えられる。 

図２ 講師が付加した地図 

 

図３ 社会人講師が付加した文字ノード 

 
(4) 米国の教科書に見られる科学者に関す
るコラムの利用法 
 今回の調査では，ミシガン州 Ann Arbr 市
Clague Middle School(Public School)の生

物の授業を参観した。教科書にある科学者に
関するコラムを活用した授業である。教科書
は，学区の教育委員会によって定められた
Human Body Systems :Student Guide and 
Source Book(Carolina Biological Supply 
Company,http://www.nationalscienceresou
rcecenter.org/)である。 
 具体的には，体のつくりの単元において，
消化器官の学習と共に，DNA の構造を発見し
たジェームズ・ワトソンとフランシス・クリ
ックに関する学習である。教科書を中心に授
業が展開し，最後に教科書に設定された質問
に答えるものであった。質問内容は，以下の
３つである。A:消化器官の働きに関する定義
について，B:生命科学でブレイクスルーを起
こした科学やテクノロジーの名称とその説
明，C:科学者がチームで研究することの意義 
 単元の内容と並列に，科学者の営みについ
て質問されていることから，単なる読み物資
料ではなく，学習活動の重要な一項目として
扱われていることがわかる。また，C の質問
は，伝統的科学者観を取り除き，実際の科学
者や技術者の活動を理解させる意図がある
と推測される。協同的な研究活動の意義は，
構成主義的学習観とも関連すると考えられ
る。 
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